
様式第3号(第12条関係) 

審議会等の会議の記録 

会 議 の 名 称  令和６年度 第３回伊勢崎市社会教育委員会議 

開 催 日 時  令和６年１２月２６日（木）午後２時００分～午後４時１５分 

開 催 場 所  伊勢崎市役所東館５階第４会議室 

出 席 者 氏 名 

【委員】１２名 (欠席８名) 

村田委員、福本委員、栗原委員、赤石委員、後藤委員、 

清水委員、高畑委員、永田委員、松島委員、細渕委員、 

大前委員、丸橋委員 

【事務局】４名  

 髙橋課長、川田課長補佐兼社会教育係長、大石社会教育係長 

 渡辺主査 

傍 聴 人 数  ０人（公開） 

会 議 の 議 題 

１ 開 会 

２ あいさつ 

３ 協議・意見交換       

（１）社会教育事業について 

  ・本市の取組から 

（２）社会教育委員アンケート（豊受地区）の結果から 

（３）本市における社会教育の取組や課題について 

（４）その他 

  ・中部地区社会教育委員研究集会について  

４ 連絡 

・子ども未来会議の参加について 

・(一社)社教連発行「社教情報」第 92号の購入について 

  ・(一社)社教連発行「社教連会報」第 95号の配布について 

・今後の予定 等 

５ 閉 会 

会 議 資 料 の 内 容 

○ 令和６年度第３回伊勢崎市社会教育委員会議（資料） 

○ 「群馬県教育ビジョン」リーフレット 

○ 伊勢崎市夏休みこども向け講座一覧表 



会 議 に お け る

議 事 の 経 過

及 び 発 言 の 要 旨 

１ 開 会 

２ あいさつ 

３ 協議・意見交換       

（１）社会教育事業について 

〇本市の取組から 

【事務局】 

・「群馬県教育ビジョン」リーフレットを参考資料として配

布。 

・資料により、公民館等で行われている子供向け講座や地域行

事をはじめ、子供の居場所づくりに関わる事業の実施状況を

説明。 

・中学生のボランティア活躍について 

【委員】 

 ・老人会や子供会が存続できなくなってきており、地域ととも

  に活動するというよりは、意識も外に向かず各家庭で過ごす

  ことが多いと感じる。公民館などでみんなが参加しやすい場

  をつくるのはいい。さらに公民館が身近になってほしい。 

 ・町内会やPTAなど以前は活動が活発で、そこが社会教育の場で

あったが、今はなかなか難しい。そこをどう補うか。 

 

（２）社会教育委員アンケート（豊受地区）の結果から 

【事務局】 

 ・アンケート結果を資料により説明。 

 ・子供たちを地域で育てるためには、保護者の理解が必要。 

【委員】 

 ・学校から離れている公民館では子供を呼ぶのが難しい。 

 ・文化祭の作品展示で小・中学生の出品がない。学校で取り組

んだ成果を公民館に展示することで、保護者や地域の方がそ

れを子供と見に来るのでは。そういうところから公民館に子

供が集まれるように仕組む必要がある。 

【事務局】 

 ・委員のおっしゃるように、学校教育（教育課程）と地域での

行事がつながるような工夫があるといいと思う。 

【委員】 

 ・アンケート結果から、子供をはじめ、ほとんどの家庭が、SNS

やYouTubeを利用している。行事や講座の案内などもそういっ

たものを使って発信していく必要があるのでは。PRの仕方も

工夫できると思う。講座などは動画で案内すれば楽しそうだ

と感じてくれるのでは。 

 ・夏休み中にこれほどの数の子供向け講座を実施している市町

村はないと思う。伊勢崎市が子供たちのために多くの機会を

つくってくれている。また、中学生がボランティアも多く、

これは学校の働き掛けによるところも大きいと思うので、い

い取組である。 

 ・地域と関わるには中学校3年生までが大事。高校になれば地域

から出る子もいるし、地域との関わりが薄くなる。この期間

を大事にして地域との関わりを持たせる必要がある 

 ・公民館や地域の会議所などで子供を集めた宿泊体験なども意

味のある活動になると思う。子供たちが日常について振り

返ったり、主体的に活動したりできる場になるのではない



か。保護者が参加させてよかったと思えるような活動を計画

する必要がある。 

 

（３）本市における社会教育の取組や課題について 
○３つの小グループに分かれて意見交換 

・「地域の子供たちを社会教育(地域)でどう育てるか」 

アンケートの結果、前回までの話し合いを踏まえて、以下

の３つの視点で意見交換を行う。 

「場づくり」 

「つながりづくり」 

「人づくり」 

 

・意見は付箋紙に記入し、３つの視点に分けて模造紙に張って

いく。 

○グループ毎に意見を貼った模造紙を掲示し、内容を発表 

 
（４）その他 

 【事務局】 

・これまでの議論について、次回までにまとめていきたいと思

います。まとめたものは、皆さんの承認をいただいて教育委

員会に提出できればと思います。 

・来年度、皆さんが話し合ってきたことやその話し合いから見

られた成果など、中部地区の社会教育委員研究集会で発表し

ていただきたいと思います。 

 

４ 連 絡 

 〇委員から子供の居場所づくりに関わる情報提供 

 ○事務局から連絡   

・各中学校区で行われる「子ども未来会議」の参観について 

・次回の予定 

 

５ 閉 会 

 

 

 


